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れ
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篇
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れ
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れ
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質

条

件

を

崩

し

.
て

現

実

徙

を

与£

る

ど

、

集

中

は

必

ず

し

も

競

争
 

の
■

傾

を

意

味

し

な

乂
'
な

る

。
，
か

べ

し
^

布

場

を

ど

：
の

ょ
$

に

分

類

し

ど

.
の

ょ
 

.
う

に

配

列

す

る

か

と

い

う

困

難

な

問

題

.に

逢

着

す

る

。
.
か

り

に

適

切

な

市

場

分
 

類

が

存

在

し

た

と

し

て

も

ま

だ

十

分

で

ば

な

い

。

す

な

わ

^.
そ

の

市

場

に

お

い
 

.

て

集

中

が

高

ま- -

た

と

しV

も

，

品

質

面
.
で

の

競

争

の

た

め

、

完

全

.
に

単

：
ー
の 

供

給

者

と

な

る

場

合

を

除

い

て

、

価

格

支

配

カ

が

髙

ま

つ

た

か

€

う

か

疑

間

で
 

あ

る

。

そ

れ

故

、
.独

占

の

定

義

に

現
！
！

を

付

与

す

る

こ

，
と

は

、

独

占

の

.
問

題
 

を

全
< '

複

雑

な

領

域

：に

立

ち

入

ら

せ

る

こ

と

：に

な

る

。
_
も

は

や

集

中

と

競

争

と
 

を

単

純

な

反

対

概

念

で

把

握

ず

る

と

と

は

不

可

能

と

な

る

。

か

か
.
る

蠹

を

も

っ

た

上

で

、

次

に

現

実

の

事

態

を

一

：
べ

っ

し

よ

う

。

.
1
1

. 

.

.

.

.

集

中

の

測

定

に

は

、

：主

と

し

V

一
 ：

般

的

集

中

と

市

場

集

中

め

一

.

ー

方

法

が

使

用
''
. 

さ

れ

て

い

る

。

一

般

證

中

：と

は

、

.

市

場

：の

如

何

を

問

わ

V
,.

一

定

の

規

模

部
 

h

の

企

業

が

：

一

経

済

の

総

醫

、

熟
‘

生

産

量

お

よ

び.
そ

の

価

値

、

雇

用' 

量

、

附

加

価

値

等

の

中

に

占

.
め

.
る

比

率

を

示

す

も

ヴ

で

あ

$ -

。

；
ァ

メ

リ

ヵ

経

済
-'
: 

の

分

析

に

あ

た

っ

て

.
ガ

ー

デ

ィ

ナ

.
丨

•
ミ

ー

ン

ズ

が

採

用

し

：

た

、
製

造

業

上

位

ン
 

ニ

〇

〇

社

が

総

企

業

資

産

中

：に

占

め

る

比

率

、

連

郛

産

業

委

員

会

? '
.

，
T

.

0

)

報

告

亦

採

用

し

た
、

H

 

ー
0

億

ド

ル
.
以

上
.
の

企

業

が

総

企

業

中

に
‘ 

占

め

る

比

率

等

が

こ

れ

に

属

す

る

。

：
た

だ

し

：

-

般

的

集

中

と

独

ぽ

と

の

。
間

に

.

.
は
 

直

接

の

隱

は

な

い0' '

独

占

は

市

場

の

間

題

で

あ

る

か

.ら

で

あ

る

？

ラ

ィ

ト

‘
が

：
 

い

ぅ

如

ぐ

、

「

田

舎

町

で-
四

輪

馬

車

を

赋

売

す

る

の

と

全

世

界

に

向

づ

て

'

®

^

 

車

を

阪

売

す

る

の

と

で
.

は

雲

泥

の

相®

^

あ

る

。

」

.巨

大

企

業

は

概

し

て

巨

大

. 

市

場

と

接

觚

す

る

：1
般

的

集

中- #

思

味

を

も

つ

：
の
ー
は
、

"

：
爵

猶

蓉

：
0
生

座
'.
. 

段
.智

の

縦

の

結

合

)

や

生

産

物

多

様

化

ハ

：
一

企

_

れ
M

s

i

-

を

ー

ボ

す

或

る 

.
尺

度

と

し.
て

で

あ

る

。

し

た

が
.

っ

て

、- :
-
;

.一

般

的

集

中

お

：
よ

び

：そ

め

増

大

を

も

っ
 

て

直

ち
.
に

純

占

お

よ

び

そ

の

増

大

と

解

す

る

こ

と

は

避

け

な

け

れ

ば

.：
な

ら

な
 

い

。

因

み

に

、

日

本

：の

製

造

篆

部

^

に

お

け

る

：
生

塵

の
.I

般

的

集

中

度

と

そ

の
 

変

化

は

第

一

表

に

示

さ

れ

る

。

こ

れ

か

卜

大

企

業

の

地

位

が

相

対

例

に

低

下

し

■ 

つ

つ

あ

る

こ'

と

を

知

る0:
.
:か

か

る

篇

は

ァ

メ1;
.
-
:ヵ

^ :

お

い

て

^

同

様

で

あ
 

る
，
。

7デ

ル

マ

ン

の

調

査

に

ょ

れ

ば

、

一

.
九

三

一

年

に

お

，
け

る

製

造

:^
上

位

ー

三

九

社

の

資

産

比

率

は

四

九

％

ぐ

V

九

四

七

年

に

お

け

る

上

位

ニ

ー

一

九

社

の

.
そ

.

.

.

.

-
 

. 

.

.

.

. 

........
 

.....
 

---
 

.

.
 

..

' 

.

.独
：.
‘占

と

.集

中

' 

■■

れ

は

捭

五

％

で

あ
^

た
::
.

°

い

ず

れ

も

企

销

間

の
.
結

合

関

係

を

調

整

し
、

' 

そ

の

操
 

作

は

麥

承

認

さ

れ

た

も

の

ヤ

あ

る

。

：

.-:
:

.

^

 

.

ン 

:

市

場

集

中

は

、

1

市

場

内

の

上

位

企

業

群

が

S

め

る

生

産

、

販

売

、

..

雇

用

暈
 

)

等
.
の

：比

率

、

お

よ

び

企

業

数

を

示

す

も

の

で

''
.

>
独

占

め

童

要

な

塵

之

さ

れ

る

。
.：
 

市

場
.,

0.
.確

定

は
.因

難

で
.
あ

る

，
か;̂

.
、
:■
;■
通

#

、

産

業

別

：.
の

集

中

が

用

ん

ら

れ

る 

:

ア

メ

>

ヵ

の

国

家

霞

委

舊
'

:
C

N

 

‘
"
民

メ

忍

の

四

お

，
ょ

び

八

大

^ :
.

業

が

占

め

；
る

生

産

暈

お

ょ

，
び

雇

用

量

の

此

.
率

を

測

定

し

て
 

.
い

る

。
：，，
日

本

の

公

正

取

引

委

員

会

(

公

取

委)

の

実

態

調

査

，

「

日

本

産

業

集

中
 

:

の

実

態」

：
は

、
.生

産
«

を
.
そ

の

尺

度> -

す

る
。

;

,

:

•:
;
'

日

本

ル

お

计

る

業

種

別

生

馨

中

度

：

(

糞

要

産

業

ー

ー
0

種
>
 

お

よ

び

業

褪

内
 

ー

企

議

と

そ
'0
:

比

：率

：
：

(

六

九

業

種>
 

は

、

第r

一
、

第
1}

»

:
; S

五

寊

参

照)

.

で

：
 

.

示

す

。

〈

集

中

度

は

か: ^

1

咼

が

も

の

の

、

漸

次

低

下

し
.0
^

あ

る

。

公

取

委

の
 

:,
:「

日

本

産

業

集

中

の

実

態

」

'

に

よ
^

は

、

昭

和

一'

一
：
一

年

を

基

準

と

し

て

戦

後

集

M 

_

肀

度

が

上

昇

し

た

も

め

は

、

餐

料

が

え

ら

れ

る

四

七

業

種

中

、

昭

和

ー

ー

四

年

度
 

ー.

八

、

同

三
0

年

度

1
:

五

、

低

下

し

た

も

の
:.
—
-

5

年

度
,-
-

ー

九

、

ー
：
ー

1

0
年

度

三

ー

.
ー 

'.

業

種

で

あ

る
,0
銑

鉄

、
：
電

気

銅
.:
>

:

造

船
’

蠢

車

タ

ィ

ヤ

、

グ

ル

タ

ー

ミ

シ

酸

ン
 

丨

玲

丨

等

の

特

定

産

業
.で

：は

、
り

形

式

的

な

上

位

十

杜

の

累

積

澳

中

度

の

低

下

は
 

.
さ
ほ

ど

顕

著

で

な

い

に

も

拘

ら

ず

、

.

実

質

的

集

中

度

と

し

て
_
の

.
上

位

五

社

の_

 

;,
'
-
:中

度

の

低

下

は

き

わ

め

て

激

し

い

も

の

：が

あ

る

：
こ

：と

が

認

め

ら

れ

る

。

こ

の

«

 

へ

実

に」

つ

い

て

、.
.公

衩

委

は

次

の

ょ

ぅ

に
- V
'

.ぅ

。
、

"

r

昭

和

三o

年

度

の

：
各

産

業

の
 

へ

集

中

が

昭

和

ー5 -

年

度

に

お

け.
る

ぞ

れ

ょ.
り

も

概

^

て

低

下

し

て

い
る

事

実
 

は

、

や

は

り

多

く

の

産

業

I

お

い

て

競

争

が'
な

お

激

し<

行

わ

れ

つ(

つ
あ

る

こ
_

へ

'
:'■
四
三
フ
パ
ニ
三
七

)

.

.

.



391 0,3 166,395
359 0.3 168,107
387 0,2 172,613
374 0.3 184,487
376 0.2 187,118

421 10.5 , 1 , 2 6 9 31.5
580 11.5 1,259 27.3
687 12.0 1,489 26.1
692 11,4 1,484 24.5
742 11.3 1,592 24.3

2 6 年
27 〃

28 //
29 "

30 "

1,353 ： 33.6 
1,643 35.6
2,055 36.1
2,260 37.3
2,446 37.3

2 6 年 2,246 53.0
27 /; 2,333 54.2
28 // 2,603 55.7
29 // 2,633 55.3
30 it 2,766 55.8

%
2 6 年 161,397 96.9
27 162,999 96,9
28 it 166,902 96.7
29 n 178,765 96.8
30 // 181,050 96.7

附 加 価 値' 額

2 6 本 375 31.9 272 21.2 138 11.8 392 34.2 1,178 100
27 .〃 450 34.5 332 25.4 155 11.8 369 28,3 1,308 100

•28 n 551 32.6 412 24,4 228 13.2 .504 29.8 1,692 100
29 // , 6 6 7 35.1 486 25.6 220 11.1 526 28.2 1,900 100.
30 n 746 35.4 532 25.1 251 12.3 574 27.2 2,105 100

造 出 :荷 額

労 働 者 ’ 数

第-^表工業部門卩こおf tる生産CD集 中 (単位100万丨丨i)
— e w — ■»— u— w — g M w e — a w ■— DMWHa— —it  师 iiriasM m BnaM aM BaM na

4〜99人 ldO〜499人 500~ 999A 1,000人以上 合 計

所 数

% : %
5.5 481 0.3
1.5 466 0.3
1.8 527. 0.8
5.6 524 0,3
!，8 537 0.3

6 

3 

7 

4 

5

7 

8 

9 

2 

5
 

1

-
2
 

7 

8

.-
1

4 

毛
 

4

.

4
 

5

%
10(

10(

10(

10(
10(

10<

101

101

10 (

10<

8 

.
6
 

- 

8 

6

.

1 

2 

1 

o

 

5 

6

0 

6 

7 

o

 

5
 

4 

4 

5 

6 

6

24.4
25.6
25,8
2G.8
27.1

983
183
475
620
778

1，
1，

,7

101

10 (

101

101

101

4,237
4,305
4,667
4,760
4,963

20.3
18.3 
18.1 
17.0 
16.2

6 

8 

6 

0 

0

8 

,
7
 

8 

8

-

8

0*
.
-
6
 

8

7'
.

7 

7 

7 

7 

7

3 

5 

8 

5

-

2

9 

2 

6
: 

6 

7

7 

9 

4 

0 

5
 

9 

9 

o

 

o

 

.

o
 

’

1

1
 

2
 

2 

2

6 

7

.

2
 

2 

9 

3 

8 

5 
- 

5 

1

8 

$
 

9 

9 

0

.

.

《

n

H

s

.

と
、

し
た
が
っ
て
新
旧
ト
ッ
プ
ク
ラ 

.

ス
企
業
の
入
れ
か
わ
り
が
今
後
も
或 

y
。：

へ，.る
程
鹿
綺X

こ
>
を

意

味

し

，
て
ぃ 

.

る
と
み
て
大
過
あ.る

ま

い

。

」

，
つ
い 

ン

で

昭

和

：

lj:

五
年
H

H

O年

間

の

黎
 

,

入
お
ょ
び
脱i

を
公
取
委
資
料
か 

‘
ら
求
め
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。

ン
;-
::
公
取
委
^

1
中

度

が

著;1
>く

高

ぃ

業： 

；:■:

種
：と
1>
'て
分
類
し
た
：

1.1

〇
業
種
中、
. 

.

.市
場
.の
^

^
か
.ら
み
..で
.不
適
当
な
も 

の
一
^
-原
油
^

^等
一
'

を
除
ぐ
十.
.

.
i

:

.:

六
業
蘅
中
、
加a
脱
落
の
な
：ぃ
も
の 

:

k:

五
八
脱
落
を
み
た
も
の
七
丨
加
入
が 

わ

:
:あ

-?
た

も

の

四
0 '

集
中
度
中
位
に
厲 

3H
:
'し
中
小
企
業
を
含
ま
：ぬ
業
種
，一
七
ー
の
ン 

一
年」

ぅ
ち
.、
：
加
入
脱

落

を

み̂
い
：も
の 

:
, 3

::
六
、,'
.
'脱
落
玄
み
た
も
の
三
、
加

入

の

： 

あ
っ
：た
も
の
八
、
：
で
；あ
る
。

;謙

ぐ：

.次

に

集

虔

と

収

益

率

と

の

関

係 

)

.

，は
ど
ぅ
か
。
第
一
図
は
.、
第
ー

8

申 

S

の
十
三
業
種
一
の
、
生
産
集
中
度
と
資 

.
本
収
益
率
を
示
し
た
も
の
.
.で
あ
る
。

企業数 累積数
累積数 
総 数

%
5 企業以下 =5 5 \ 7

10 〃 11 16 24
15 tr 6 22 31
20 if 6 28 . 41

(注） 公正取引委員会資料より

高
位
の
業
種
必
ず
し
も
高
収
益
率
を
上
げ
て
は
い
な

.い
。
：
資
産
再
評
価 

,
設
®

資
の
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
胄
セ
高
収
益
率
も 

ほ
ぼ
こ
れ
に
準
ず
る
。
，
こ
れ
か
ら
、
収
益
は
集
中
度
の
高
さ
に
比
例
し
て
増
大 

す
る
も
の
で
な
い
、
集
$

高
恢
の
企
業
で
さ
え
も
、
そ
の
価
格
安
配
ガ
は
市 

場
条
件
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
る
、
と
い
ぅ
こ
と
が
で

き

よ

ぅ

。
；
第
一
面
は
、 

企

業

規

模

ど

収

益

率

と

の

を
0
ボ
し
：た
も
の
で
ぁ
る
。
，
罾
夂
畠

_
の
双
#

率
は
相
対
的

U

低
度
：で
あ
り
、
最
大
規
模
拟
下
に
最
適
規
模
が
存
在
す
る
傾
向 

が
、
雨
資
料
か
ら5
か
が
わ
れ
る
。
最
小
規
模
o'
高
収
益
率
は
高
い
危
險
率
と 

'
対
疮
す
る
限
界
企
業
の
存
在
を
示
ず
も
の
で
あ
る

。

:

'.

■■
:
.以
上
の
例
証
も
絶
対
的
な
確
度
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
.
一
般 

ヒ

、
戴
件
は
増
大.せ

ず

、
，
競

f

の
場
は
決
し
て
縮
小
し
て
は
い
な
い
と
い
づ
て 

■

も
強
ち
過
言
、で
：は
あ
る
ま
い
：

p
::
:
';

::
:.
,ァ
\メ
リ
ガ
禱
匕
お
け
る
独
占
の
実
証
的
分
析
を
企
て
た 

怖

ナ

.

.ッ
タ
：丨
は
、

1

.般
的
に
い
っ'て
非
数
量
的
な
推
論
が
独
卜
：

3 

H

o
成
長
の
過
大
評
俩
に
蓴
く
と
い
づ
：た
。
い
か
れ
は
独
占
の
基 

礎
を
弱
体
化
す
る
要
因
と
し
て
次
の
も
の
を
あ
げ
る

.0
㈠
市 

㈡
新
機
軸
の
導
入
.

(

新
技
術
と
新
生
産 

1

.

1

•
物
の
導
入3

饗

的

構
.

'

-

造
、
：_こ
の
最
後
の
%

の
と

1

 

.

'

L
て

独

盧

策

が.ぁ
る
。

2 

2
，
は
.独
占
政
策
は
、

独
占
禁
止
：
 

I

n
 

.
1
:

法

と

独

占

規

制

法

の

'-
:

者
 

6 

-
V
6
:.
,■.齡

.に
大
別
ざ
れ
^
。
...そ
の
代

'

:;
::
:縣

證

な

も

の

：は
、

日
本
の 

I

.
 一
 |

 :

独
占
禁
止
法
'が
継
受
し
た

〃

公

ア

メ
リ

カ
©'
.シ
'ャ
：
丨

マン

:

由

叛

と

.、

.；
ィ
ギ
リ
ス
の
規
制 

15
20
:
ン

：

法
で
あ
る0.
こ
れ
ら
の
法

別

業種別生 産 集 中 度 ( 上 ィ

年

. %  

L00.0
00.0
95.8
92.6
95.0

87.1
75.9
72.2 
64.4
55.0
60.1
50.8
51.9
56.3 
58.1
60.9 
45.0
39.6 
36.8

2 6 年
業 種 别

%
o 

o 

4 

0 

9 

5 

B 

3 

8 

5 

7 

8 

7 

1

.

9

.6

.1
o
f

.3
9. 

o.
a

6.
2.
0.
7.
4.
5.
6.
5,
o.
9.
6.
2.
o.
9.
19
1

10
a 

.
0 

0 

9 

9 

9 

8 

8 

7 

6 

6 

6 

5 

5 

5 

5
- 

4 

4
-
4 

4 

o
o 

-1

1

年o 
.
3¥ 

_
^
o
. 

o
. 7- 

3r 

8, 

2
- 

9> 

8
: 
0- 

9. 

o. 

9
V 

7
*
. 

a 

M
.

4 

_00
00
96
92
90
85
85
75
70
62
60
60
58
52
‘
51
47
48
42
39
32 

29年 
2827

%
00.0
00.0
96.2
92.9
91.2 
86.6 
86.1
74.2 
74.5 
63.7
61.9 
61.4
55.9
52.3
51.3
54.4
51.4
44.0
40.0
32.5

%
100.0
100.0

96.4
92.6 
93.2
87.9
86.6
77.5
74.4
63.9
46.4
59.7 
61.0
56.1 
61.0
59.4
65.7
46.2
41.6 
48.0

-X
.
'平
グ
鉄
銅
，料
製
ト
鋼 

ン

気

7

染
精
ン

.

成
：：

油

.'

メ
.

7

祓

自

ベ』

製

駕

合

石

セ

製

■ M
安

ソ 一 ダ 

フ 綿 、 

洋 紙

造 船

製 糖

パ. ル： プ-■

石 炭

綿 W  績 :

製

m
苛性

ス

本産業集中の実態.花取引委提会注:

場
の
範
囲
の
拡
大

• e t s
栗 ニ 表



る
。
前
節
で
觖
れ
た
ょ
う
に
、
自
由
競
争
が
必
然
的
に
集
中
を
も
た
ら
す
場
合
、 

も
払
か
り
に#

^
す
る
こ
.と
と
集
中
と
を
同
養
に
と
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す
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。.こ
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す
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。
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判
決
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第
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楚
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両
者
の
区
別
は

.な

，
い

と

み

な
.さ
れ
、
，
正
常
な
企
業
の
ー
発
展
を
通 

し
て
実
現
し
た
規
樹
：の
.大
き
さ
は.問
題
と
：な
ら
ず
、
独
占
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う
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方
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追
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違
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独
占
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現
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十
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あ
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。
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理
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。
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九
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っ
て
、
，
経
済
学
苕
は
そ
れ
ま
で
，比
較
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来
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独
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の
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た
め
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検
討
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検
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独
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ら
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デ
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％
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理
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れ
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。
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す
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独
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独
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双
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さ
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述
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と
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独
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独
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；
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独
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わ
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の

設

置

——

 

骶
成
員
ば>

&
衆

、
事

霞

、
：：労
働
者
の
_

と
、
' 

.
経

済

学

奮

ょ

び

会

計

員

： 

:

-
—
で

あ

る
>0
:
委

量

は

、''
.
:調
聋
に
際
し
；て
任
命
さ
れ
る
:0
通

産

省(B
o
a
r
d

 

o
f

 T
r
a
d
e
)

の
依
頼
に
よ
っ.て
、

こ
の
委
員
会
ぼ
、
独

占

ま

た

は

麗

機

の
 

綿
濟
だ
調
査
，を
拧
：い
、；
：そ
の
所
見
と
勧
告
を
通
産
省
に
串
媒
し
公
表
す
る
、
当 

省
は
、

V

所
管
省
を
通
じ
て
行
動
：を
起
と
：す
が
、
：，
雪

に

報

告

書

を

提

出

し

、
法 

令
^
よ
る
規
制
を
準
備
せ
し
.め
る
.か
す
る
。

し
允
が
っ
て
、
委
員
会
は
法
的
処 

埋
ど
は
関_

く

、
も
と
よ
り
強
制
力
も
も
た
な
い

。

：

:
'
‘ 

. 

.

.

.な

.お
、.
.
-の
法
が
逾
用
さ
れ
委®

^
が
■

查
を
行
ぅ
に
は
次
の
条
件
を
満
た 

.す
こ
と
#
必
要
で
虹
る0
0第
三
条
にい
ぅ
。

：

こ
：の
法
律
の
自
的
を
達
成
す
る
た 

■
め
左
記
0
各
号
の
ー
：
に
：該
發
す
る
場
合
に
は
、

'齒
品
の
供
給
に
つ
い
て
、

こ
の 

法
律
が
適
用
さ
れ
る
状
態
於
存
在
ず
る

4-
の
ど
み
な
す
。0
連
合
王
国
ま
た
は 

:

そ
の
：、王
要
地
域
に
お
い
：て
：

§

さ
れ
.る
当
該
種
類
.の
商
品
全
体
の
少
な
く
と
も 

\
三

分

の
—-
»
成

、
へ
一
：者

、
結
合
し
た
法
人
団
体
で
：あ
る
一
一
以
上

©
者…
…

に
よ
っ 

て
、'.
.ま
た
は
と
れ
ら'の
者
；に
対
し
て
供
給
さ
れ
.て
い
る
場
合
、㈡
協
定
ま
た'は 

申
合
わ
女>
な
さ
れ
：て
れ
：る
結
果
、
：連
合
王
国
も

:'
1
.
く
は
そ
の
生
要
地
域
に
お 

い
て
"
.当
該
種
類
の
商
品
が
全
ぐ
供
給
さ
れ
な
い
場
合
。

こ
の
条
件
か
ら
み
る 

.と 
ー_
1
1
分
の
一
以
上
の
供
給
が
.独

占

お

よ

び

顏

慣

行

の

一

疮

の

臨

置

と

み

な 

さ
れ
て
い
る
と
思
：ゎ
れ
を
。

:.
.か
が
る
.雾

に

か

な
5'
-
と
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

公
共
の
刹
益
のI

か
ら
調
査
を
行
う
。
.公
共
の
利
益
の
基
準
呔
次
の
如
く
概 

括
的
に
指
示
さ
れ
る
。
㈠
能
率
的
か
つ
経
済
的
な
生
産
と
、
国
内
お
よ
び
国
外 

市
場
.の
要
求
に
最4/
適
合
す
る
価
格
で
の
分
配
、
：：

S

新
企
業
の
促
進
と
、
'
産
業 

.，
の

鐘

、

1
：

人
員
、
：原
材
料
、
産
業
能
力
の

.十
分
な
使
用
と
、.そ
の
：配
置
、
■ 

”
 

技

術

的

改

良

の

震

と

、
へ
市
場

.の
拡
大
0 
:ィ
ギ
A
ス
：の

蕾

襄

は
、

こ
の
よ' 

う
に
し
.て
：

「

•公
共
の
利
益<7
)
;
^
1を
委
員
会
，に
よ
り
勧
告
さ
れ
，た
往
動

」

の
一
一.

点

に

響

す

る

々

そ

九

馨§

0

基

本

的

蒙

は

、
調

査

対

象

が

蠻

も

し

_

く

は
^
^
!
^
:
の
中
に
入
る
が̂
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
め
は
な
く
、
公
共
の 

利
益
に
合
致
す
る
か
杏
か
の
判
定
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
在
炙
で
の
調
查
例
を
： 

み
机
ば
明
ら
が
と
な
ろ
う
o

.( 

：
'ペ

^
.
ン

'.
.
:第
4
'に
注
|

べ
ー|

」

と
ば
企
1

^
模
へ
：：の©
慮
で
あ
る0
マ
ッ
チ
産
業
の' 

:
調

查
0
ー
 

：九
ー
五;三
>
,に
お
：い
て
、
！
1

£

場̂
'€
)
九
芄
％
を
占
め
：る

菌

マ
.；ッ'チ
.
. 

.
:製
_

社

の

襲

に

関

し

委■

は
紙
意
的
に
夜
の
よ
，
^
い
：

>:

た
。

'
.は
、
：
：
：
と
の
産
業
に
と
？
て
は
、
お
：そ

y
く
自
然
な
組
織
で
知
ろ
r
o
j.倭

員 

会
の
小
靈
思
見
で
ざ
え
も
、
-1
わ
れ
わ
れ
は
、
英
国
マ
V
;チ
製
造
会
社
を
独
立
し 

た
数
企
業
に
分
解
し
て
蔵
#

を

導

入

す

る

:£
'
ど
は
不
便
宜.で
.あ
る
、

と

の

囊. 

_意
見
に
同
意
す
る
。
：

1
:'
:と
墾
ロ
し
て
い
る
。
..
.
-調

查

委

託
-0
条

件
^
1>
で
明
記
さ
ー 

へ
れ
®

場

の

三

分

の

r

の
供
給
と
い5
基
準
は
、
：

：

醫

の

最

終

的

判

断

と

は

荷 

のS
i

も

も

た

な

い

ィ

ギ

リ

：
ス
；で
ば
規
模
の

.大
き
さ
を
望
贫'し
：い
特
性
也
み 

衣
傾
向
が
あ
る
、

と.ハ

ヮ

ー

ド

は

議

し

：て
い
る
。
：

''
-
'
'
:
ぺ
^
^

■

ン次対する態度をみよ}。
：

.シ
：.ャ
ー
：マ
ン
法
に
よ
れ
ば
適
用

：

:

除
^

^
を
f

大
部
分
の
取
は
そ
れ
自
身
違
法
と
さ
れ
た
グ
し
か
し

、\'
:
:'
'

独

占

と

集

中

. 

,

'
,こ..：の
規
制
法
で
は
個
々
め
事
情
の
調
查
を
経
て
可
否
の
判
定
が
下
さ
れ
る
。
例 

外
なv

断
罪
さ
れ
た
も
の
は
雄
他
的
取
引
と
集
団
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
強
制
で
あ 

：

っ
た
。.：強
制
は
：い
か
な.る
場
合
に
も
新
加
入
の
自
由
を
阻
害
す
る
か
ら
、
公
共 

の
利
益
に
反
す
る
：と
.
#
>又
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

：

歯
秘
用
品
産
業
と
嶺
球
産
業
に 

:.
お
い
^
か
办
る
_
害
は
顕
著.：で
あ
り
、
：
前
者
は
委
員
会
の
勧
告
に
基
く
#
€
命 

令
の
.発
令
に
ょ
っ.て
解
散
せ.じ
め
ら
れ
允
。
承
認
さ
れ
た
協
定

.を

詳

細

に

わ

，
た 

ら
で
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
価

^

^
定
に
'つ
.
い
て
み
て
も
多
く
は
条
件
を 

付
し
.た
上
で
許
可
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
電
球
産
業
で
：は
、
.
生
産
技
術
と 

:品
質
翁
を
斟
酌
：じ
:た
結
果
、:.
'製
造
|

^

め

存

続

と

最

低

製

造

者

德

の

協

定 

に
対
しy

は
i

し
な
い
。

. 

^

.
寡
占
と
プ.ラ
イ
ス
、

リ

!
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
勉
置
も
注
届
に
値
す
る

0 

タ
イ
ヤ
産
乘
の
調
査
を
即
用
じ
よ
う
尸
も
ギ
リ
ス
の
タ
イ
ヤ
産
業
は
ア
一
の
生 

.産

者

が

：
ら

成

立

^
て
'
•い

る
.0
そ
の
中
、
：
紗
五0

%
を
^
.
め
る
も
の
が
ダ
ン
ロ
ッ
一 

.

.プ

.
’ 

■
グ
..ル
1
。フ
.

(

ダ
シ
.
.
.
ロ■/
ブ
•と
_イ
ン
.デ
：
イ

ア

タ

イ
.ャ)

.で

.あ
り
' 
他
の
四
.〇 

%
が
四
社
に
、

(

残

り

の
T
:
o
%
が
.六

社

^
-
^
'
て

占

め

ら

れ

て

い

る

。

i

ダ 

シ

ロ

：
：
，

プ

：
が

M
B
Z
、，

_
外

市

場

を

支

配

七

価

格

霍

者

の

地

位

に

あ

る

。

：

各
社 

は
巨
大
.な
1
^
|
1
:
の
卞
に
：生
産
を
行
い
'—*
社
の
市
場
撰
乱
行
為
は
直
ち
に 

.
殺

人

的

競

争

(
c
u
t

 T
h
r
o
a
t

 

c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)

を
惹
起
ず
る
こ
と
を
知
ら 

て
い
る
Q
そ
れ
故
、
プ
ラ
イ
ス
、

リ
|

^

!シ
ッ
プ
は
朽
滑
に
実
現
す
る
0
.こ
.
 

の
.状

態

に

関3
て
委
員
会
は
い.か
.な
る
処
置
，も
講
ぜ
ず
、
.そ
：の
土
次
の
ょ
ぅ
に 

い
ぅ
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
、

こ
の
産
業
に
お
け
る
支
配
的
な
地
位
を
公
共
の
利
益 

に
反
し
て
使
用
し
た
と
か
、
そ
の

i

的
地
位
を
維
持
す
る
た
め
.に

行

.
マ
た
こ

• 

'
.
•'

''S

 
ル

'(

1

5

6
 一
 

-



と
が
公
共
の
利
益
に
反
し
た
と
か
ば
考
え
ら
れ
な
い
、

と
。

か
か
る
判
断
の
基

' 

礎
と
.な
っ
た
も
の
は
、
第

一

に
、
そ
の
巨
大
な
市
場
支
配
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

:放
_

業
め
技
#.
的
、.金
融
的
優
秀
さ̂

4
り
で
^

ツ
^
ブ
^

:

に
は
资
位̂

ぇ
な
^
七
、
，̂
の

遊

證

张

兔_
5て
み
允
-4
経

済

的

震

：の
方
向
ー 

〔

に
沿
マ#
い
る
A
W
表

、
、暴

土

：.

に
'>
.麗

市

場
^
0.
鐘

.か
^

ゾ

の

馨

力

が

必

要

と

さ

れ

る

こ

と

、

で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
勧
告
は
こ
の
よ

.

. 

ぅ
に
、

)

各

豪

の

特

殊

事

情

.の
逾
解
に
基
い
て
な
さ
扑
て
い
る

-:
::0

.

s

r-
.
、

(

^

へ
へ
五
一
：
謂

:

.ゾ
前
述
し
た
よ
う
に
、
；：：
ア
メ
リ
カ
：で
は

.企
業
規
模
を
或
る
程
度
問
輝
^

:

た
ィ
ギ
リ
ス
：に
：お
い
て
も
供
給
め
三
分
の

i:

吏
配
と
いi

-—
>
•
®の

基

謂

設

け

：
 

て
い
る
も
の.の
、
：
い
ず
れ
も
そ
れ
と
独
否
と
を
直
結
し
て
考
え
て
は
い
な
か

4
^
 ̂

.
'た
。- -

1
方
、.
'事
実
.に
お
い
.て
も
、
集
中
と
競#
制
眼
お
よ̂

、
間
に
は
必
然
的.な
関
係
を
見
出
す.こ
と
は
で
き
な
か
づ
た
。
':
し
た
が
らnr
:'
集

.， 

.中
は
^

30;
必
要
条
件
で
ば
あ
っ
：て
も
十
分
条
件
と
は
な
り
え
ず
、
：
こ
れ
を
補 

足
す
る
も
；の
と
し
，て

競

自

限
^

^
な
い
：し
は
価
格
支
配
カ
の
認
定
が
必
要
：と
：
 

な
る
の
で
あ
る
。し

か

し
、
.資
本
主
義
帝
場
は
種_々

異
な
っ
た
せ㈤
の

下

に

成」 

立
し
て
.い
る
か
ら
、
'

こ
れ
K
の

基

準

の

適

用

に

は

多

大

の

霞

が

伴

ぅ

に

違

い

; 

.
な
い
。

か
つ
て
：ゥ
ィ
ル
.コ
ッ
ク
ス
は
、
.
競
争
が
支
配
的
な
分
野
を
規
定
す
る
の 

.
に
、
次
め
如'く
長
い
言
葉
を
必
要
と
し
た
0「

生
産
者
が
多
数
で
：あ
る
と
こ
ろ
、 

.集
中
度
が
：低
いと
こ

ろ

、相
異
な
る
企
業
の
供
給
価
格
が
同
一
で
な
い
と

こ

ろ

、 

こ
れ
ら
の
価
格
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
硬
直
的
に
維
持
さ
れ
だ
い
と
：こ
ろ
、

：

不
. .

.
:況
の
：初
期
ぬ
お
：い
そ

生
璧

が
急

激
に
切
下
げ
ら
れ
な
い
と
：

£
ろ
、
生
産
能
力 

:葉

気

循

環

の#:
局
面
に
わ
た
ら.玉
咼
度
：に
利
用
さ
れ
谷
と
こ

ざ

、 

〉

の
変
俗
が
：急
連
で
知
る
：と
：こ
ろ
、

''
:
.お
よ
び
ビ
ジ
ネ̂

こ

の

す

べ

て

を

満

足

せ

し

め

る

市

場

は

、

お

そ

ら

く

稀

少

で

あ

ろ

う

。

或

る

市
 

場

な

り

企

業

な

り

が

独

占

的

で

あ

る

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

は

、

簡

準

に

云

々
 

さ

れ

る

べ

き

こ

と

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。

ケ

I

ス
•

パ

ィ

，

ケ

ー

ス

の

接

近

法
を
通
^>

て
、
：集
和
がち
も

た

ら
令

れ

る

競

牵

麗̂

!
や

価

建

配

力

の

有
 

無
を
検
証
し
て
後
、
そ
の
判
断
を
下
す
ベ

% •

で
あ
ろ
う
。し
か

も
こ
の
場
合
、 

.あ
く
史
^

^
相
対
的
^
概
念
と
し
ズ
独
占
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は 

い

う

ま

で

も

な

い

。

.
ひ
る
が
ん
マ
て
独
占
の
劫
罪
を
考
え
で
み
ょ
う
ァ
そ
の
罪
を
篇
す
る
論
者 

■
は
、
：.独
占
は
高
価
格
を
維
持
し
生
産
量
を
制
限
す
る
、

-

独

占

は

生

産

霞

の

最 

遍
配
置
.を
妨
げ
各'
:普

は

技

術

の

停

滞

.の
上
に
安
住
す
る
、

と
説
く
。
：
し
か 

本
に
功% .

称
揚
す
る
論
者
は
、：

.
#期
的
に
み
る
上
独
改
は
決
し
て
高
価
格
維
持
：

:

余
生
産
量
制
限
を
行
わ
な
い
、

'，独
占
の
技
術
的
革
新

(

の
努
力
は
自
由
競
争
の
 

:

場

合
± -
'

り

勝

る
、

' 

;と

弁

護

ず

る

。
.

と

の

七

う

に

功^

|

は

：真

向

か

ら

対

立

し

て
 

ン
い̂

へ

こ

ご

で

は

こ

れ

以

上

深

く

問

う

づ

も

り

は

な

い

が

广

か

か

る

事

態

は

、

.
独
&
の
' 捕

捉

と

そ.の
^

^
を
：'解
良
し
難
い
混
乱.の
へ
渦
中
に
教
ず
る
C
と
に
な
. 

.一
る
。
：
独̂
!藥

一

の
現
状
は
正
に'そ
う
で
：あ
る。
..
'

,
.

:

.

こ

の

解

決

は

：
一
'つ
し
か
な
い
，
わ
れ
わ
れ
の
政
策
の
目
標
は
、
独
占
を
統
制 

す

る
こ

と

で

は

な

く

し

て

、

独
占
の
弊
害
を
除
去
す
る
こ

と

で

あ

る

。そ
れ
故

、 

独
占
に
関
す
る
先
入
主
を
'捨
て
、
公
共
の
利
益
と
い
う
高
所
か
ら
統
制
を
下
す

べ
き
で
あ
るo
ィ
ギ
リ：

ス
の
規
制
法
は
、
こ

の
点

シ

ャ

ー

マ

ン

法.

(

お
ょ
び
、
そ 

れ
.に
準
ず
る
禁
止
法

)

よ
り
は
る
か
に
合
理
的
な
も

の」

で
あ
‘る
と

思
わ
れ
る
。
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